
広報 N0.172

昭和62年10 月15日

発行・鳩集　 国見町企画課

お

も
な
内
容

昭 和61 年度　 各会 計決 算…… …… …２ ～ ４

カ メラルポ ー一小学 校 スポ ーツ 交歓 会--･---５

鷽 の 献血に１ ２６ 人 … … …… ……… ……６

ふるさ との 文化財 …… ……… …… ……… ７

おし ら せ… … … …… …… … ……… ８‘~９

公民館 だより …… … … … … ……10ヽ-11

わ だ い… ……… … ……… ……… ………12

８゙ ７

10 月

国見製菓株式会社

菊池早苗さん (20 歳) (大木戸学海遭上10 勝雄さんの長女)

国 見裂粟は 、昭 和５３年 ４月に 創業 廴、現 在社ｎ は パー トを含め６５人.

「ゆべ Ｌ」「ずんだ ま人じ・ う 」「だて かｰ･ せλ パくる み クッキー 」゙ワ インホ

ワ イトチi，コレ ート」 など. ３８種類の 観光み やげ品 を製造 し、 主に東 北、

閥東 力凾jに 川簡し てい ます．
菊 池さんは 、高 校卒業 後昭和la 年4J 】に 人社、包叢 と製 造郎門 を担 肖し

てい ます． 「お菓 ７･づ く･」が 人好 き ．で手 芸か趣味 とい う彼女． 哮|る く活･s6

な亅;夊良さλ で． みん なか.’､吸 冫れ てい.ま寸.



わ
た
し
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月

定
例
議
会
で
昭
定
さ
れ
ま
し
た
。

六
十
一
年
度
は
、
六
十
・
六
十
一
年
度
二
か
年
計
画
の
県
北
中

学
校
校
舎
改
築
事
業
が
完
了
し
、
ま
た
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
と

な
っ
た
八
・
五
水
害
の
災
害
復
旧
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

歳
出
総
額
は
、
二
十
七
億
三
千
九
百
六
十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
歳
入
総
額
は
、
対
前
年
比
＝
丁

九
％

増
の
二
十
八
億
一

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
主
に
一
般
会
計
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

一般会計決算の概要

家　計　簿

●町　　税

･j･　 民　 睨

固 七 心･･冫:吮

'ごば::,jli費 睨

電　;i　 睨

軽|･| 列･|･l脱

教　育　 費

ヤ 隍教尓

・賍lt二巾 改築 関 係費･　 … …… …… ……… ……5511.1 遖]

●学皎 給八自 充実… … … … … ……… ………… …､1･1.:177

・幼 推園 運動場 敷地 購ﾉ、11･-･…… … … … … ………;MI.;427

ｑl,余 教ずｎ

・ 公民館施I測 り11運営 費… ……… ……… …………1.1.1】l(l

・ 各教介、 講lt 、活動 費… ………… …… …………1.271)

りll会体育)

●・. 食の竹理 、連 営11･･…… ……… ……… ……… に 臀 9

s 攵化振 興)

・ 蘰|ll城跡令 棚鴟 人費…… …… … …… …… ………1･i9

・ 刻ﾋ 財保護 、|がμ1 策… ……… …… ……… ……2,637

総　 務　 費
嘔位　千円

・地城への行政推世，il絡調整……………………6.

一広報 ’くにみ．の発ij………………………………1.6111

・=  会 所 の 建 改築補助…………………………1.･187

・防犯灯の緬設及び維持管理………………………2.

●交辿安全対策………………………………………3,9 叩



昭和61 年度

町　 の
▲60・61年度二か羃衂雛で完成した県北中学校

▲富舘住宅団地を造成（特別会計）

民　 生　 費

●頤 ‘|戉 …… ……… …… …… … … … …… ………!j;.!1711

●児碩Pli 夊1･｢k ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥　 ‥」|,SI!

・ 蚪 心身 障',|渚| 呻 費顔 … ……… ………… …7.128

・長.４を 祝う 乍業g 敬 老会．敬 老睨 公) ……… …2.S77

・ 老人 クラブ刮 肭 贓 … …… ……… ………… …l,{ χ６

商　 工　 費

●商工振輿事業袖耻 …………………………………l.旧!

・中小餞 経営 合 理 化 託 全………………………4  . 償

・商:ll会館建,没費楠助命……………………………2.5 ０0

衛　 生　費
・勁 鮮 峡 組柚 桐金………………………177.277

・伊達地占衛生処理組合負担金……………………:.  3

・ 老j､傑健特別会計繰出金…………………………･ 40F

●ご翊 戝 賤 託…………………………………7.

・一般健郎 査………………………………………7.797

嵋 ガン検診…………………………………………:1,244

●子宮ガン順 ……………………………………… し 9  ー4

●茆 検診……………………………………………1.809

労　働　 費

’略働者金融対策預託金……………………………2j χ）0

’彖机織労働者金融対策預託金………………………620



農林水産業費

・ 種子セン ター餓備事 叢…… …… ……… ……… …ｰ  3.8  ー2

・水路 改修 設 計委託， 工事 及び111地 冊…… ……--･--5.951

・ 広域.  営 農 団地 農道整 備事業 …… ……… ……… …4.  9

・町 甘牧 野飼 料基霞整 備事繋 ……… …… ……… …3.  期

・ 農道 及び水略 等整備 原 材料 費…… …… …………2.

・||哦 促 進総 合対策事業 …… ……… ……… ………2.4  聞

・ 酳 物 価 格闘 事業… …… ……… ……… ………2.  繝

●松くぃ 虫鴎 錢 … ……… ……… ……… ………1.6 ８7

消　防　費
゜伊 達 地 方 消 防 組 合 分 担 金… … … … … … … … … …67.78

’消 防 川11 報 酬 及 ぴ 餓 償 費 … … … … … … … … … …7.0   ー0

・消 防141 機 械 器,!1 の 整 備

㎜■■■■■■¶■■■-■■■■■■　　　 ●
嵋 脯 購 人 ， 畆 購 人 ）　　

… … ……l
’1
尽1

土　 木　 費

(道路、隣梁、水路等の整備)

●道 路改良 工事 ………… ……… …… ………… ……54,012

●道 路舗装 工事… ……… ……… …… …………… …53  靆 41

●道路台恨 整備… ……… ……… …… …………… …20,500

●水路側溝 整備… ……… ……… ……… ………… …ｰ  6 , 52 ｰ

●道 水路資 材費… ……… ……… ……… ………… …6.

一道路 維持楠 修…… …… ……… ………… ……… …5.  7

●檎梁 拡巾:ll事…… …… ………… ……… ………""‘4.  6

(下 水道の 整備)

・浄 化セン ター周辺 対 策事業 費… ……… ……… …49,6S

・公jt 下水 道農本 計両策 定業務 委託料… ……… …3.7  )

( 公営11ﾐ宅 対策)

●公 営住宅 修繕 費… …… ……… ……… ………… …43  9

災害復旧費

・公共｣ 二木施 設災旆 卩賢… ……… ……… ………48.762

・農 林水産業施 設災害iMIII費……… ……… ………ｰ  3.144

水道 事業 決 算 額

収

益

的

収

支

収

人

営　 袰　 収　 益 ｰ 他 4.468万円

営　 支 外 収　 益 665万円

計 一 億 5 靆 33万円

支

出

営　 裏　 費　 川 7.  5 万円

営　裏 外　費　用 2. 】 05万円

計 9.910万円

資
本

的
収

支

収人 計 Ｏ円

支

出

建　設 改　良　 費 ｏ円

企 業 濆 償 還 金 5 . 6 】 4万円

計 5. 引 4万円

※資本的取入額が資本的支出額に不足 する額 5.  制 4 万円

は過年度分損 益勘定研保資金934 万円と当年度分損益

勘 定留保資金680 万円及び減喰 積立金4.  网万円で補

てんした。

特 別 会 計 決 算 額

会 計　名 歳　　 入 歳　　 出 差　 額

国民健康保険 6 住 5.28 万円 6 億 L48 ｰ万円 3.749万円

老 人 保 健 4 億 5 ､ 566万円 ４億5,566 万円 ｏ円

貝Ⅲ簡易水道 l. 349万円 1 . 2 万円 78万円

育　　　 英 582万円 528万円 S4万円

人 山 財 産区 275万円 267万円 8万円

藤 田 財 産 区 192万円 168万円 24万円

大木戸財産区 51万円 13万円 38万円

渇水対策施設 4 ぼ 23万円 3 , 058万円 し 665万円

公共 下 水 道 8.87 万円 8.82 万円 5万円

宮後住宅団地 一 億 6.016万円 日 5.9 万円 32万円



▲「ガンバレー乙 応援にも熱が入ります

よ たのむわよ“　 ま力･せといて.″ ｛女子0  ﾒ － トルリレ爿

卜
好
勝
負
を
展
開

（

男

子

千

メ

ー
ト

ル

走

）

小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
陸
上
）
交
歓
会

昭
和
六
十
二
年
度
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
陸
上
）
交
歓
会
が
、

九
月
二
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
藤
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

藤
田
・
小
坂
・
森
江
野
・
大
木
戸
の
各
小
学
校
六
年
生
全
員
百

九
十
三
人
が
参
加
し
。
男
女
百
メ
ー
ト
ル
走
、
男
女
四
百
メ
ー
ト

ル
リ
レ
ー
、
女
子
八
百
メ
ー
ト
ル
走
、
男
子
千
メ
ー
ト
ル
走
の
各

種
目
に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
回
で
七
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
、
ま
も
な
く
中
学
生
に

な
る
各
校
の
六
年
生
を
一
同
に
会
し
、
交
流
を
深
め
あ
い
、
お
互

い
の
体
力
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

肌
寒
い
日
だ
っ
た
た
め
か
、
紀
録
的
に
は
い
ま
ひ
と
つ
で
し
た

が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
走
る
児
童
た
ち
の
姿
を
カ
メ
ラ
で
お
い
か
け

て
み
ま
し
た

。

Ａ「さあ、頑張るぞ.ク」（男子400メートルリレ ー）

▲一斉にスタート（女子800メートル走）



愛の献血に

１２６人

九
月
八

日
、
献

血

パ
ス
か

恥
町
し

、

沢
川

柄
店

前
、
睦

商
会

的
、

農
協
本

所
前

、
生
協

岡
Ｕ
‘店
的
で

献
血

活
動

を

行

い
ま

し
た

．

今

回

は
、
日
吟

本
畝

肖
瓦

ト
ペ
本

に

対
し
献

血
本
数
ｆ日
．
‘．
卜
九
本

（
一
．

百

は
換
算

）
と
、
口

標

に
わ
ず

か

に

逹
し

ま

せ
ん
で
し

た
か

、
．白
．
．
ト
ペ

人

（
申
し

込
み
荐

は
冖

四
卜

九
人
）

の
万

‘、
に
献
血

の
ご
協
力

を

い
た

だ

き

ま
し

た
　

ほ

人
と
う

に
あ

り
が
と

う

ご
ざ

い
ま
し

た
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い

ま

し

た

Ａ献血に協力する釁さん｛生脇国見孱前で｝

（

噸

へ

に
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・

敬

称

略

）

こ

咬
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居

亟

廴
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萸
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憲
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狄
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月
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心
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ぷ
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1
1
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矢
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宍
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乱
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後

叫

ぶ
　
．卜

代
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細

人

佐

藤
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藤

屯

成

佐

藤
　
尤

男

鈴

も

哲

皀

ひ
と
こ
と

佐藤美由紀さん

ａ山宇唐杉9　18 歳

夊
人
に
誘
わ
れ
て
求
た
ん
で
す
か
、

弘
だ
け
か
献
血
で
き
、
あ
と
の
二
人

は
ダ
メ
で
し
た
．
商
皎
な
ん
か
で
も

献
血
し
て
ま
す
の
で
、
今
回
で
四
川

川
で
す
　
今
後
む
で
き
る
だ
け
協
力

し
ま
す次回の献血車来町予定

１１ 月１ ７日 （火 ）

9:00 ～11 : 30 国見製菓前

12:O{}～13 : 00 国見タイツ前

】4:O《〕～15:0() サービ スエリア鬼わさび前

15 : 】5～16 : 00 県北中学校前

16: 15～17:00 藤田小学校前



ふるさとの文化財

4

3西大枝古舘

菊　池　利　雄 西大枝古舘要図
（国 兄町役場 所蔵「西 大技地 籍図」によｰ, て作成 ）

西
大
枝

氏
の
川

舘
と
公

え

ら
れ

る

占

舘
は

、
。西
‥人
技

の
宇

占
舘

の
地

に

位
置
す

る
「
。

舘

は
阿
武

隈
川
の

氾
濫
原

に
臨

む
、

標
高

．ｋ
ト

ー
・
四
‥

、
の
川

岸
段
Ｉ
Ｌ

に
あ

Ｉ．
て
、

氾
濫
原
と
の
比
鳥
は
。ｌ
・

叫
に

を

は
か
る

．
内
側

に
は
ｕ

川
の

県

境
山
嶺

に
涼
を

兒
す
る
1
1
.沢
川

か
、

西
眼

台
地

を
Ｆ
刻

し
な

が
ら
亠
…
飛

し
、

氾

濫
原
に
流

れ
だ
卞
４

日
壑
‐
狄
ん
で

、

築
舘

と
Ⅲ
対

し
て

い
る
．

占
舘

と
築
舘

と
の

間
に

は
谷
唯
ｔ

地
の

兇
達
か

み
・
ら
れ

、
占
舘

の
ｆ
川

と
の

比
商
は
約

六

・
四
い

‘．

急
峻

な
．

艮
ｉ

崖
を
な

し
て

い
る
　

舘

地

は
比

側

力
皿

押
と
呶

㈲
の
心

／
前

と

は
ｔ

担
な

地
紋
き
で

、
防
御

的
な

弱
点

と

な

・．
て

お

り
、
水
海

と
Ｌ

塁

を
設
置

し
て
絶

ち
切

り
、
迚

立
旺

と
Ｉ
・
て

の

城

郭
を
形

成
し
て

い
た
　

舘
の
巾

㈲

は
現
在
嘔

地
と
な

二

、
お
り
、

内
松

十

の
境
内

地
と

は
段
ｘ

が
あ

り
木

路

が
西

に
向
か

匸
’‘
堀

ら
Ｉれ
て

い
る
こ

と
か
・
气

か
っ
て

は
屯

西
し
而

に
卜

以

と
氷
海

か
あ

．
た
レ
一
み
ら

れ
る

こ
の
水

濠
と

段
ｎ

心
で

．Ｋ
宀

き

れ

た
、
呶

西
・ヘ
ト

？
μ

い
Ｉい
・
南
北

酉

卜

‥い
の
ｔ

場
か
、
ぷ

舘

の
私
郭
で

あ

り
、

地
続
き

に
南

に
延
び

た
、
函
‥．ａ
ｙ

の

あ
る
’い｛

‥
状
六
地

山
収
．西
八

―
い
叭

南

北

Ｌ
ト

ヅ
の
地

に
．

．
．
ノ

郭
を
隣
え

た
枚
卵

人
の
台
舘

で
あ

る
　

地

籍
Ｍ

か
・
ら
推

七
さ

れ
る
本

郭
の
Ｌ
川
ふ

臨
　

紆

缸

丿

水
ｆ

Ｊ

彗

ご

幅

は
約

卜
いい
ほ

ど
で
、

北
側
氷
海

の

．

部
は
最

近
ま
で

池
と
し

て
利
Ⅲ

さ

れ

て

お
り
、
人
Ｆ

凵
は
舘
の
叭

北
部

に

隣

え

Ｉ
り

れ

て

ぃ

た
．

西

人

技

氏

は

家

譜

に

よ

れ

ば

、

心

1
1
1
1
1
1
1
1

叶

は

伊

藤

皀

な

ぶ

‰

ｉ

治

年

間

伊

達

朝

宗

に

従

・

て

関

叭

よ

り

ド

向

、

西

人

技

郷

を

ド

叫

丶

．
れ

て

川

舘

ら
？

を

隅

』‘
气

在

郷

の

地

名

を

し

て

西

人

枝

に

改

め

た

、

伊

達

瓜

譜

代

の

味

臣

で

あ

る

室

町

時

代

の

は

じ

め

、

伊

達

人

膳

太

廴

政

余

に

阨

・

て

川

羽

国

に

進

攻

し

。

Ｌ

庭

郷

勁

以

り

一
等

を

咄

思

き

れ

て

ぃ

る

降

二

、
．人

丈

年

間

（
）
西

一

瓦

贔
（

‘

に

、

伊

潼

碵

余

と

晴

余

か

印

‥

た

．卜

疋

の

乱

に

お

い
て

は

、

嫡

流

の

抑

政

・

義

政

の

父

Ｆ

は

始

妁

碵

宗

片

で

あ
　

た

が

、

必

折

吠

妊

を

介

し

て

．

伊

達

叫

十

な

に

転

じ

て

お

り

、

仲

政

は

乱

巾

に

死

没

！
・
．

．
卜

息

の

義

政

も

．ね

え

．
．

―

年

の

最

Ｌ

の

葭

に

出

陣

し

て

戦

忙

を

ｌ

ぱ

て

ぃ

る

義

政

の

遺

児

松

ｒ

代

が

家

か
Ｉ
相

続

し

．

後

宗

義

と

名

を

改

め

て

お

り

、

び
一
一
气

こ

の

頃

西

人

肢

氏

は

多

’
ヽ

の

庶

流

か
‘
分

出

！
’
、

凉

万

・

紬

川

・

伯

耆

・

伊

勢

・

伊

７

・

弥

．
．
郎

・

む

氏

衛

・

雅

楽

助

・

亀

１

代

家

な

ど

か

跳

認

さ

れ

る
　

町

酔

ぺ

・

友

正

卜

几

年

气

ｋ

址

〕

伊

達

政

宗

の

人

崎

移

仟

に

住

い

、

西

人

技

氏

％

曁

ら

父

訛

伝

ｋ

の

地

西

人

肢

郷

を

去

’
ﾐ

 一
 第

に

吽
　

て

お

り

、

家

臣

の

い
｀
敷

は

．
．．

卜

．
Ｋ

と

あ

る
　

に
ら
匹

一

交

通

安

全

全

国

キ

ャ

ラ

バ

ン

宮

城

県

側

か

ら

バ

ト

ン

タ

ッ

チ

女
通
女

令
令
川

キ

ャ
ラ

バ
ン
隊
の

穴

城
県
側

か
八
本

県
側

へ
の
引

き
縦

ぎ
人
か

、
九
り

九
日
乍

後
一
時

か
ら

役

場
で

行
わ
れ

ま
し

た
．

こ
の

キ

ご
フ
バ

ン
は

「
み

ん
な
で

す
十

め
る
女
通

喰
‘？
」
を
キ

广

／
ペ

ー

ン
テ

ー
マ

に
、
交

通
安
↑

 
一

さ
せ

る
た

め
、
昭
和

瓦
卜
川
午

か

ら

実
施
し

て

い
ま
す

豕

県
は
叺
北

コ
・
‐
久
の

六
麕
卜
で

、

あ

い
に
く
の

に
わ
か
雨

で
会

鵬

が
役

場
庁

も
‥
内

に
変
．史
と
な

り
ま

し

た
が
、

川
女

通
安
令

は
の
会

辿
絡
協

雛
会

長

の

山
崎
信
．ト
キ

ご
フ

バ
ン
隊
長

に
、

口
‥
城

以
の

キ

ご
フ
パ
ン
隊

か
心
キ
ｙ

ン
ヘ
１
。
ン
フ
ラ
　

ダ
な

ど
が
ｆ
渡

さ

れ
ま
し

た

ま
た
、

当
町

に
お
け

る
セ

レ
ー七
二

ｊ

で
は
．

町
交

通
対
策
協

議
会
会

妊

か
ら
。

国
隋
人

臣
あ
て

に
決
愚

狄
‥
を

同

キ

ご
フ

バ
ン
隊
へ
託

し
、
町

交
通

女

令
ほ

の
公

会

長
の
嗇
藤

ヒ
サ

Ｔ
さ

入
ら
か

「
女
通

安
煢
巡
動

を
積

駈
的

に
進

め
、
巾
故

の
な

い
乍

活
を

尖
硯

す

る
よ
う

努
ね
し

ま
す

。
」

と
あ

い

さ
っ
し

ま
し

た

こ
の

後
、
雨

も
に

が
り
、
午

後

‐‐

時

か

ら
、
女
通

安
令

モ
デ

ル
地

Ｋ
で

あ

る
藤

川

町
内
を
、
藤

川
小
気
・

六

乍

生
の

鼓
祐

隊
を
先
頭

に
、
交

通
安

令

協

、
　
ぐ

の
会

な

ど
の
協

力

で

こ
父
通

安
べｈ
に

心
が
け

、

。
件

で

し
乍

故
を
減

ら
そ
ら

」
と

、

パ
レ

ー
ド

を
火
施
し

ま
し

た

児
酘

た
ち

は
、
ト
ラ

ン

ヘ

。
卜

や

『

Ｉ

Ｉキ
’ニ

カ
な

ど
で

一
藤

川

小
賛
歌

』

や
　

ピ

し
Ｉ
テ

’
フ

ル
サ

ン
デ
ー

ー

な
ど

を
演
奏
し

な
か
・
气

覿
Ｕ

台

公

園
ま
で

の
卜
抜

き
通

り
を

パ
レ

ー
ド

し
ま
し

た

。
さ

ら
に
、

後
な

に
続

い

た
ほ
の
会

役
Ｕ

の
皆
さ

ん
ら

が
、
道

行
く

」へ
た
ち

に
千

ラ

シ
や
テ
ｒ

。
シ

こ
へ
↓

。
（

Ｉ

、
・
１
ち

わ
な
ど
を

配

り
、

交
通

安
全
心
一
呼

び
か

け
ま
し

た

。

▲決意書を手渡す八鳥肋役

▲●田小学校鼓笛パレード



〃
貸
し
借
り
安
心

メ
リ
ッ
ト
た
く
さ
ん

活

川
し

よ
う
こ

の

制
度
〃

Ｉ
農
川
地
流
動
化
推
進
強
化
月
間
～

十

月

一

日

．
、’
十

一

月

．
．一
ｔ

Ｈ

農
地
を
貸
し
た
ら
返
し
て
も
ら
え

な
い
、
ま
た
返
し
て
む
ら
う
と
き
に

は
離
作
料
を
請
求
さ
れ
る
、
こ
ん
な

心
配
が
あ
る
た
め
、
貸
し
て
も
よ
い

農
地
が
あ

。
て
も
貸
せ
な
い
で

い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

で
も
、
も
う
大
丈
夫
″
‥

褻
用
地
利
用
増
進
事
業
を
活
刷
す

れ
ば
そ
ん
な
心
配
を
し
な
い
で
。
安

心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
か
で
き
る

の
で
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
十
一
回
の
公

告
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
四

ｔ
六
お
の
貸
俳
、
ま
た
所
有
陳
移
転

は

Ｉ
翦
に
な

ぷ
』
い
ま
す
。

こ
の
制
度
で
農
地
を
賃
し
た
場
合

▼
農
地
法
の
手
続
き
か
い
り
ま
せ
λ
。

▼
貸
し
て
も
約
東
の
期
限
が
く
れ
ば

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
破
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

▼
小
作
地
の
所
斤
制
限
か
な
く
、
市

町
村
外
で
も
Ｏ
Ｋ
。

▼
流
動
化
奨
励
金
の
交
付
や
、
制
度

賢
金
、
脱
制
。
登
記
、
登
録
免
許

唯
な
ど
の
優
偶
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
、
農

地
流
動
化
推
進
ｎ

、
農
業
委

貝
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農地流動化奨励金交付要件一覧表
へ ��

新 艇 �再設定 � 備　 考

農

地 �

３年以上

６年未満 �　　

円8.�　　 円-�面的集積要件
を満たすもの
に咄る

�６年以上

10年未満 �20.2 �16,000�

再設定の場合

面的 襲積要件

を満たすもの

に限る
�10年以ｋ�30.000�24 .08

受け予要件 ��中核農東の基準

全国防 犯運 動

10月11日(日)~10月20日(火)

運動の重点

自動車盗その他

東物盗の防止

統一スロ ーガン

｢ 愛車への

いたわり示す　ドアロック」

お
詫
び
と
追
加

先

月
廿
の
一
．．貞
敬

老
妊
々

番
付

に
、

佐
久

間
代
次

郎
き

ん

（
第

ト

ー
　
8
9

歳
）

が
抜
け

て

い
ま
し

た
の
で

、
お

綻
ぴ
し

て
追
加

い
た
し
ま

す
．

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

電
波
障
害
防
止
に

ご
協
力
を

卜
Ｕ

は

『
令

閥
心
波

障
山

一
柚

り

川
一

で
す

．

電

波
２
日

に

は
川
｀
え

ま
せ

ん
か
．

テ

レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
放

送
・

通
信
な

ど

に
利

川

さ
れ

、
弘

た
ち
の
ｔ

活

に

欠
か
せ

な

い
む

の
レ
‘な

．
て

い
ま
す

電

気
機
器

の
使

川
技

術
、
収

り
付

け
技

術
の

乍
備

、
ｆ

良
裂

品

の
使
川

、

配
気
川

品

の
芒
朽

な
ど

に
よ

り
電
波

障
山

か
耙
生

し
ま

す
．

ま

た
、

ピ
ル
な

ど
の

建
造
物

に
よ

・．
て
し

心
波

障
害

か
恥
生

し
ま

す

心
波

障
山

か
発

生
し

た
ら
障

巾
‥
原

因
を

調
だ
Ｌ

、
心
波

障
害

を
な
く

し

心
波

障
占

に
閠
す

る

お
問

い（

口
わ

せ
は

、
電
波

障
害
防

止
協

議
会

へ

福
鳥

山
北

紅
き
内

町
一

Ｌ
Ｉ

Ｎ

Ｈ
Ｋ

福
島

倣

送
Ｑ

内

Ｓ

．．．ｋ

―・
．

．
九

．

税
を
知
る

週
間
!
!

上

川
十

．
Ｈ
か
ら
卜
じ
日
ま
で

は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

閥
や
県
・
巾
町
付
は
、
私
だ
ち
か
、

豊
か
で
安
定
し
た
生
活
か
で
き
る
よ

う
に
、
幅
広
い
活
動
を
行
コ

、
お
り

ま
す
。

税
企
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
あ
な
た
も
脱
金
の
仕
組
み
や
使

い
み
ち
に
っ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

「
こ
の
吐
会
あ
な
た
の
脱
か
い
き
て

い
る
」

第17回国兄町文化祭　11/1～11/15

ぐ総合展示会〉11 月ｌｎ（口）～3  日 ( 火 )

畔　間　 午前９時～午後5  時 ( 3 日は判金４時）

会 蝿　 町民体宵館、公民館

参　 加　 ●f文連各種1･M休・教育胼吻令・淤人クラブ　 仙

※入鳩無料

楽個人で作品 を艇示したい方は｡10 月25日まで公民館に巾し込んでくだ

さい。 口 人2.心以内）
く公 開 参加）

茶会･…11月２日　 将桃大会･…11月３Ｈ　　ダンスパーティー･…Ｈ 月８Ｈ

予芸教崟…Ｈ月１日・３日　 無線交信…･Ｈ月１日・３日

※会 場　 公民館

〈芸 能 祭〉

第１部　11 月８日（日）午前10時～午筏３時

第２部　 Ｈ月 日 ( 日）午後１時30分～午後４時

豪会 場　 公民館（入鳩無科）

〈音 楽 祭〉

11月15U （日）午前10時～12時　 ※会 場　 公民館（入場無科）

＊ 皆様お誘い合せの上、お気僅にご来場ください。 ＊



佐
久
間
政
治
さ
ん
に

全
国
表
彰

昭
和

瓜
卜
｛

尓

に
、
臨
島

険
瞭

審

査
会

の
審
介
い

と
し

て
活

躍
さ

れ
。

そ

の
後
、

福
鳥
検
丿祭
審
在
協

余

の
会

八

と
Ｉ
して
一

二
年
間

活
躍

し
、

硯
斤
、

そ

の
理
卜

を
努

め
て

い
る
佐

久
川

政

治

さ
ん

（
轟
山
字
穴

的
四
L
6
2

歳

）

に

、
こ
の

ほ
ど
、
全

国
検
察

審
査
協

会
連
ぺ
日
会
長

か
ら

表
彰
状

が
噌

。‐。
れ

ま

し
た

検

察
審
査
会

は
、

仔
権
者

の
中

か

ら

ア
ヽ
じ
一
で

選

ば
れ

た
Ｉ１

．
廴

の

検
察

審
査
八

か
、
国

民
を
代

八
し
て

。

検
察

竹
か
被
疑

昔
を
起

訴
し

な
か

た
こ

と
の
当

：

　
、
　
い
　
滝
こ
と
ぷ
・

Ｌ
な

阯
乍
と
し

て

い
ま

す

「
険
察
審
た
会

を
よ

く
知

ら
な

い

人

が
多

い
と
思

い
ま
す
　

詐

欺
・

お

ど
し
・
‥父
通
ｔ
Ｅ故

な
ど

の
陂
占

に
あ

’
て
、
腎

察

や
険

察
斤

に
占
訴

Ｆ
．
か

か
、
険
察

竹
は
そ

の
ふ
″
冖

兮
故

判

に

か
け
て
く

れ
な

い
、
ど

う
も
納

得
で

き
な

い
、
な

ど
の
ｔ

滿
を
‐
持
　

て

い

る
力

力
た

め
に
こ
の
審

介
会

か
あ

り

ま
す
　

そ
の
よ

』つ
な
万

ば

、
ぜ

り
、

検
察
富
在
会

に
ご
相
談

い

た
だ
．き

た

い
と
思

い
ま
す
　

」
と
叭
久
川

气
、
ん

は
話
し
て

い
ま

し
た

Ａ表彰状を手に喜びの佐久間さん

予
約
受
付
中
で

す

～

県
民

手

帳

、
す

が
た

、
県

勢
要

覧
～

町
１

肉
課
で

は
、

県
民
ｆ

帳
、

県

の
す

が
た
、
貼

勢
要

覧
の
昭

和
六

卜

。。り
版
の

卩
約

申
し

込
み
心
’受

け
付

け

て

い
ま
す
　

内

容
は

次
の

と
お

り

で

す
　

ぜ

ひ
。

家

に

。
冊

お
求

め

で

だ
气
‐
い

◆
県
民
手
帳

・

使
い
易

い
月
間
ｆ

定
表

と
‥‥‥
記

編
・
最
新

の
統
計

資
料

・
日
驚
生

活

に
役
立

つ
便
覧

・
価
格
　

二
百

ｆ孔
ｔ

円

◆
福
島
県
の
す
が
た

・
県
の
最
新
版
地
図
一
蒭
八
色
刷

・
県
の
す
か
た
を
統
計
数
値
及
び

グ
ラ
フ
で
表
示

・
県
内
市
町
村
ご
と
の
統
計
資
料

が
一
目
で
わ
か
る

・
価
格
　
三
百
五
十
円

◆
槁
鳥
県
勢
要
覧

・
県
勢
か
一
目
で
わ
か
る
総
合
賢

料
普
及
版

・
市
町
村
・
都
道
府
県
の
新
し

い

賢
料

・
図
表
入
り
で
わ
か
り
や
す
く
解

晩
・
価
格
　
千
三
百
円

お
申
し

込
二

は
、
お
辺
で

の
統

丿

調
た
ｄ

ま

た
八

仕

場
か
両

渫

Ｉ

ベ

ｈ

’ｉ
．
　

．
．
内

線

・
卜
．
．
斤
楾

四

Ｌ
ｈ

）

ゝ
此
接

か

心
話
で

お
巾

’ｙ

や`
？

ん
‘ ’さ

い

戸籍 の窓口
(９月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落

成　美(な る み)佐藤　政浩 小　 坂

奈緒美(な お み)平舘　 浩 大 町 南

紗 織(さ お り)菅野 俊光 内 谷 東

大( ま さ る)榊技　 仁 源宗山西

あゆみ　　　　徳江　昭一 徳 江 北

登美子(と み こ)鈴木　耕治 川　 内

弘 樹(ひ ろ き)松田　充弘 大 木 戸

政 輝(ま さ き)舟山　武継　緋　 谷

愛　美(ま な み)梅谷 純孝 泉 田 中

亮( り ょ う)汲野　 靖 泉 田 中

結婚おめでとうございます

氏　　 名

佐久間　憲　一

紺 野 純 子

関　眼 幹　夫

阿　部 洋 子

部 落
第　 一

泉 田 下

山　 很

福島 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落

實　沢　幸　－　　6S　　 第　 三

遊　佐　ヨ　シ　　80　　 錦　 町

皿1 周　葎　作　　84　　 川　 内

武　Ⅲ　タ　ミ　　86　　 只　 田

乍 澤 壽 夫　　S6　　 大 木 戸

武　Ⅲ　イ　ソ　　85　　 第　 三

人 口 と 世 帯
10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
　
　

口

一男5  , 782人 （－5 ）

女6.  5 人 （－5 ）

計 12  , 87人(  ｰ 10 )

世帯数2,899 戸 く士O ）

転 入　11人

転 出25 人

出　生　10人

死 亡　6 人

心配ごと相談日
場所：役場 二階相鷁室･ ●撕人･j々 4 おλ･･ila｡，

時間：９畤～】2時

こまったことや､｡相談ごとがありましたら、

お気軽 にご相談下さい。秘密は絶対に守ります。

C相談川

1０月| 幻 日 (  曳地　 両作・佐藤　拑仔

11月５日（木）佐久川　巌・枩鵬　洋 Ｆ

１口ぽⅢ （Ｄ 樋口　 弘・佐久間モl･

10月　神無月（ かんなづき）

17 日 く土）戝蓄の卩

18日（日）筏計の11

23日（血）電誚電話記念日

日 (土）霄　 降

27 日 (火）読書週川

ｎ月　霜月（しもつき）

1卩（剛 燈台 念 日

3日（火）文化の卩

６日（金）隣　 月

8 日 ( 日 ) 立　 冬

15日（日）七五三



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08 5 ｰ 2  6 7 6

（有)  4  ｰ  5  6

さ

わ

や

か

な

汗

～
町
民
安
達
太
良
登
山
～

九
月

十
五

日

（
敬

老
の

日
）

公
民

館

主
催
で

．
町

民
登

山
を
実

施

い
た

し

ま
し

た
．

心
配

さ
れ

た
天
候

も
久

し

ぶ
り
の

好

天

に
恵
ま

れ
、
参

加
者

二
十
四

人

は
元
気
よ

く

公
民
館

前
を

七
時
三

卜

分
に
出

発
し

ま
し

た
．
八
時

三
十

分

に
塩

沢
温
泉

ス
キ

ー
場

に
到
簀

、
直

ち

に
安
達

太
良

山
哨
を

め
ぎ
し
ひ

山

を
開
始

し
ま

し

た

コ

ー
ス
は
．

塩

沢
温
泉
を
ひ

山

口

と
す
る

鴻
川
渓

谷
コ

ー
ス
で

、
途
中

、

二
階
滝

、
屏
風

岩

を
通

り
、
く
ろ

が

ね
小

峨
で
休
憩
　

そ

の
後

、
一
路

山

哨
を

め
ぎ
し

ま
し

た

．

卜

二
時
ち

よ

ｆ。
と
遡
ぎ

に
、
翕

員

安
達
ｋ

良
山
頃

乳

佇
臨

二

じ

卜

巡

ｍ
｝

に
到
竹

．
山
頃

で
す

ば
ら

し

い

景
色

を
な

か

め
な

が
ら
楽

し
く

腿
食

を

と
り
ま
し

た

帰

り

は
．

五
葉

訟
ｆ

を
涌

り
．
奥

岳

似
恥

に
午

後

．．．
時
ニ
ト

分

に
ド
山
、

公
民
館
へ
・こ
川
‐．
て
粂
ま
Ｌ
た

堡
山
道
の
…れ
か
げ
に
咲
い
て
い
た

り
ん
ど
う
の
花
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
か
Ｉ忌

い
う
か
べ
な
か
・
气

ち
Ｉ加
者
の
皆
き

ん
は
、
楽
し
い
叨
献
の

．
卜
を
満
喫

し
ま
し
た
、

・ まだまだ元気です.ｹﾞ

ミ
ニ
運
働
会
で
交
流

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
少

彫
仲
間
づ
ぐ
り
教
室
で
は
。
卜
Ｕ
四

卜
（
日
）
ミ
ニ
迎
助
会
を
行
い
ま
し

た
。人

川
に
開
設
し
た
こ
の
学
級
も
、

た
ノ
４

え

の
友
達
ｔ
で
き
、
長
縄
跳

び
や
綱
引
！
‐
、
ま
た
、
や
り
投
げ
な

ど
を
讎
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
。

楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

Ａ 「 イチ、二 、サン‥､･」 （長縄 跳び）

テ

ニ
ス

、
卓
球

が
優

勝

伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
人
会

第
六
川
伊
達
地
り
ス
ポ
ー
ツ
人
会

が
．
九
り
べ
日
部
内

九
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
会
は
、
伊
達
地
方
体
育
協

会
の
主
催
で
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
各
町
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
チ

ー
ム
か
出
場
。
熟

戦
か
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
テ
ニ
ス
競
技
が
新
た
に
加

わ
り
。
団
体
戦
で
優
勝
、
個
人
戦
ダ

ブ
ル
ス
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
当
町
の
成
績
は
次
の
と
お
り

◇
テ
ニ
ス

団
体
戦

優

勝
　
国
見
愛
好
会

個
人
　
屶
子
ダ
ブ
ル
ス

優

勝

高
知
允
雛

ｇ
葎
亢
之

佃
ん
　
な
子
ダ
ブ
ル
ス

第
二
位
吉
川
ま
匁
冫

稲
村
静
江

◇
軟
式
庭
球

個
人
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・

凖
優
勝

佐
藤
政
弘

佐
藤
義
則

◇

卓
球

個
人
　
女
子

優

勝

斎
藤
（

ツ
子

◇
剣
道

個
人準

優
勝

佐
久
間
広
昭

◇

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

団
体
戦
　
第
一
こ
位
　
国
見
ク
ラ
ブ

個
人
郷
子

第
．一
．位

松
浦

勇

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子第

三
位
　
県
北
ク
ラ
ブ

夊
１第

三
位

絵

夢

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
善
戦
し

ま
し
た
か
人
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
・

Ａ侵罵した国見テニス受好会

学
習
の
お
知
ら
せ

◇
阿
津
賀
志
学
級

十
月

十
六

卜
（
金
）

◇
中
火
婦
人
学
級
、
成
人
学
級
合
同

研
修
旅
行

卜
川
二
十
八
日
～
二
十
九
Ｈ



少
年
柔
道
大
会開

催
さ
れ
る

柔
道
少
午
の
交
流
と
、
柔
道
の
倅

及
発
展
を
め
ぎ
し
、
少
年
の
健
全
な

育
成
を
念
願
と
し
た
、
国
見
町
少
年

柔
道
人
会
か
九
月
ニ
ト
じ
日
川
見
町

体
青
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
人
会
に
は
、
福
島
、
宮
城
両

県
を（
口
わ
せ
Ｉ
八
千
－

ム
、
四
百
人

の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

献
合
は
、
小
学
生
低
学
年
の
部
、

商
学
年
の
郎
、
中
乍
生
の
部
の
川
体

戦
の
、
リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、

各
試（
口
と
も
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
卞

ば
ら
し
い
人
会
と
な
り
ま
し
た

心
身
を
鍛
え
る
と
と
も
に
で

父
流

の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
夲
人
余
の
Ｉ

催
で
あ
る
国
口
｀
町
柔
地
ク
ラ
ブ
の
葭

Ｕ
の
な
々
は
、
汀
だ
く
で
人
会
を
運

営
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

○
小
学

生
低
学

印
の
郎

優

勝
　

岩

出
山
柔

道
少
年

団

（
宮

城
県
一

凖
優
勝
　

川

崎
柔

道
乙
ホ

少

（
宮
城

県
）

第
『
．．
防
　

小

野
柔

道

汲
ボ
少

｛
福
島

県

｝

”
　
　

飯

坂
索

道

汲
ポ
少

｛
柚
島

県

｝

○
小
学
ｔ

高
学

犀
の
部

優
　

碼
　

…
．ｈ
Ｆ

川
柔

道
少

躯
川

凖
優
勝

飯

坂
柔
通

ス

ボ
少

第

．
．
位

本

富
索

道
疋

ボ
少

一
’
（
福

島
県

）

’
　

冖

．６
乗

道
少
ｌ
川

｛
宮

峨
県
｝

○
中
学

乍
の
部

優

勝
　

．
迫
錬
乍

餡
小

山
道
場

（
宮
城

県

）

準
優
防
　

小

野
乗

道
ス

ボ
少

第
三

位
　

松

川
柔
道

ス

ポ
巾
・

｛
福

鳥
県

｝

”
　
　

…
ｈ
出
山
柔

道
々

躯
川

▲熱戦を展開した少年柔遭大会

▲会場で妃念撮影

。未

来

の
東

北

博

覧
会

”

を
見
学

～
阿

沖

賀

心

学

級
～

阿

津

智

心

学

級

で

は

、

後

期

研

修

叺

行

か
・
瓦

り

ト

ペ

・

１

皿

卜

の

．
泊

．
．
凵

力

Ｈ

り

で

人

施

‐
八

．
杜

の

擂

仙

台

の

港

卜

で

開

催

さ

れ

て

い

る
　

匐

・
も
も

の

収

北

博

覧

会

・

を
・
‥
｝
、
学

’
‘ｙ
ま
　

研

修

旅

行

に

は

、

学

級

生

ハ

ー

ヘ

か

参

加

し

ま

し

た

会

場

は

、

た

り

．
『
一

八

目

に

閉

館

と

な

る

た

め

、

ｆ

世

以

Ｌ

の

べ

川

で

混

雑

し

て

い

ま

’
』
た

か

、

学

級

ｔ

は

、

卜

大

な

ス

ヶ

Ｉ
Ｉ
ル

で

展

開

さ

れ

て

い

る

フ

ト

．

世

紀

の

ね

体

験

の

ｋ

火

ゾ

ー

ン

』

で

、

ｋ

ｋ

吐

全

を

体

験

し

た

り

し

な

か

・
≒
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愚

義

な
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修

余

を

終

え

ま

し

た

ス ポ ー ツ だ よ り
◇第５回町長杯争奪ゲートボール大会

と　 き　　1011161 トー- 1 7 日

ところ　　 公民 館前広増

◇第３回綱引大会
と　き　　1011X8DS 水l･￥険７時

ところ　 国 見町民体育館

出場者　 町民および町動務者で18歳以上のﾘ5夊

◇都道県対抗第30回東日本縦断（青森～東京）駅伝競走大会
と　 き　　】川 ６日（金）午前10 日 ｣卜11 時当町通過ｆ 定

◇第11回国見町内一周駅伝競走大会
と　 き　　れ 月 8 日 ( 日 ) 午前10時公民館スタート　　Ｔ前11時30分公民館ゴールf 定

ところ　　公民館前広場（町内一周を牋走する）

奈多くの団体、チームのご参加を期待しております。
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西
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西
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